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〜～全国に拡⼤大する⾼高校魅⼒力力化プロジェクト〜～
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藤岡慎⼆二(ふじおか・しんじ)
北北陸陸⼤大学経済経営学部教授
教育政策アドバイザー・総務省省地域⼒力力創造アドバイザー
株式会社Prima  Pinguino  代表取締役
慶應義塾⼤大学院ＳＦＣ政策・メディア研究科修了了。
20年年間の現場での指導経験を持ち、⼩小・中・⾼高・⼤大・社会⼈人まで指導。⼤大学院での研究がきっかけでキャリア教
育や推薦・ＡＯ⼊入試対策、社会⼈人基礎⼒力力の指導や教材・プログラム開発を⼤大⼿手⼤大学受験、予備校や⾼高校・⼤大学で
通信教育⼤大⼿手のベネッセコーポレーションでも教材開発アドバイザーを務めた
塾・予備校の再⽣生事業にも参画している。現在は⾏行行政・⾃自治体と協働、教育を通じた地域活性化に取り組んでい
る。参画した島根県⽴立立隠岐島前⾼高校魅⼒力力化プロジェクトは、離離島中⼭山間・僻地の公⽴立立⾼高校のモデルとして全国でも
有名。テレビや雑誌など多くのメディアに取り上げられている。近年年は教育に限らず、定住促進や若若者の⾃自⽴立立⽀支援
事業も実施している。現在、北北海道、福島県、新潟県、⻑⾧長野県、新潟県、⼤大阪府、島根県、広島県、
岡⼭山県、沖縄県の⾼高校で魅⼒力力化プロジェクトを実践中。総務省省地域⼒力力創造アドバイザーに選出。ノーベル平和賞を
受賞したムハマド＝ユヌス博⼠士が認めるソーシャルビジネス企業に認定されている。
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内容

ここに注⽬目！

講演者プロフィール

地域活性化や地⽅方創⽣生といえば、仕事づくりや産業振興で語られることが多いが、真⾻骨頂はやはり“⼈人づくり”である。教育がどのよう
にして地域活性化に貢献してきたか、また⽇日本海の離離島、海⼠士町で始まったこのプロジェクトはどのようにして⽇日本中に広がっていっ
たのか、注⽬目してほしい。

課題先進国⽇日本の課題先進地域で起こっ
ている教育改⾰革を⽬目撃しませんか？

2017年年 8⽉月 26⽇日(⼟土) 16:20-‐‑‒17:50

今、全国に⾼高校魅⼒力力化プロジェクトが拡がっている。このプロジェクトでは、地域活性化や地⽅方創⽣生における問題を教育の観点か
ら解決する。少⼦子⾼高齢化や⼈人⼝口減少2より離離島中⼭山間の統廃合されそうな公⽴立立⾼高校を魅⼒力力化するプロジェクトだ。具体的には、①そ
の地域、⾼高校でしかできないカリキュラム作り、②公営塾、③教育寮寮などの施策で地域からの中学⽣生の流流出を防ぐ試みで北北海道か
ら沖縄まで⾏行行われている。ポイントとなるのは地域と⾼高校が連携した授業である。地⽅方や離離島中⼭山間は課題先進国⽇日本における課題
先進地域である。課題という意味では世界の最先端を⾛走っているのは離離島中⼭山間なのだ。だからこそ、世界中の将来起きうる問題が
地⽅方には詰め込まれており、これが答えがない時代を⽣生きる⼦子供達にとっては最⾼高の教材となる。⽥田舎は教育最先端地域なのであ
る。本分科会では地⽅方や離離島中⼭山間での⾼高校魅⼒力力化プロジェクトの実態と地域と連携した学びについて更更には2020年年からの⼊入試改
⾰革にも触れつつ、地⽅方での教育のあり⽅方についてディスカッションしていく。

パネルディスカッション講演形式


